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代表質問を終えて 　　

　

冒
頭
、
福
岡
県
に
お
け
る
危
機
管
理
問
題
を
質
し
ま
し
た
。

今
日
、
北
朝
鮮
ミ
サ
イ
ル
問
題
、
東
日
本
大
震
災
以
降
相
次
ぐ

自
然
災
害
に
よ
り
、
県
民
は
不
安
を
抱
え
な
が
ら
の
生
活
を
し

い
ら
れ
て
い
ま
す
。
知
事
か
ら
は
、
陸
上
自
衛
隊
第
四
師
団
を

含
む
重
要
防
災
関
係
機
関
と
の
ト
ッ
プ
会
談
を
経
て
、
有
事
の

際
に
備
え
、重
要
防
災
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
を
一
層
、図
っ

て
い
く
旨
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

　

平
成
７
年
度
よ
り
着
手
さ
れ
た
筑
後
広
域
公
園
に
つ
い
て

は
、
環
境
学
習
エ
リ
ア
が
未
だ
手
つ
か
ず
の
ま
ま
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
変
化
等
を
踏
ま
え
新
た
な
事

業
計
画
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
整
備
手
法
に
つ
い
て
は
、

民
間
活
力
な
ど
を
導
入
し
新
た
な
整
備
・
管
理
手
法
の
研
究
等

を
行
い
、
早
急
に
関
係
部
署
か
ら
な
る
庁
内
組
織
を
設
置
し
、

検
討
を
進
め
る
と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

　

今
年
度
新
設
し
た
「
福
岡
の
食
販
売
促
進
課
」
に
お
い
て
、

東
京
首
都
圏
だ
け
で
な
く
、
関
西
圏
、
中
京
圏
に
も
八
女
茶
や

福
岡
の
酒
な
ど
を
含
む
「
福
岡
の
食
」
の
販
売
拡
大
を
支
援
し
、

併
せ
て
農
業
振
興
を
図
っ
て
い
く
旨
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

　

６
月
６
日
に
小
郡
市
で
福
岡
県
警
勤
務
の
巡
査
部
長
が
お
こ

し
た
、
母
子
３
名
の
殺
人
事
件
に
つ
い
て
県
民
の
信
頼
を
著
し

く
損
な
っ
た
と
厳
し
く
質
し
た
の
に
対
し
、
事
件
の
全
容
解
明

を
急
ぎ
、
全
職
員
が
真
摯
に
本
事
件
と
向
き
合
い
、
か
か
る
事

件
を
二
度
と
起
こ
さ
な
い
よ
う
強
い
決
意
を
持
ち
、
県
民
の
皆

様
の
期
待
と
信
頼
に
応
え
る
福
岡
県
警
察
の
確
立
を
目
指
す
と

の
回
答
を
本
部
長
よ
り
得
ま
し
た
。

自
民
党
県
議
団

　

５
月
28
日
に
発
生
し
た
嘉
麻
市
の
産
廃
処
理
工
場
で
の
大
規

模
火
災
に
つ
い
て
、
違
法
過
積
み
事
業
者
の
搬
入
の
停
止
や
業

の
取
り
消
し
を
行
う
べ
き
だ
っ
た
と
指
摘
し
、
燃
え
ガ
ラ
や
廃

棄
物
の
早
急
な
撤
去
を
求
め
、
廃
棄
物
行
政
の
許
認
可
権
者
と

し
て
の
知
事
の
責
任
、
行
政
代
執
行
に
よ
る
県
費
ム
ダ
使
い
と

い
う
負
の
サ
イ
ク
ル
を
断
ち
切
る
覚
悟
を
質
し
ま
し
た
。
知
事

は
、
嘉
麻
市
民
に
謝
意
を
表
明
し
、
事
業
者
に
新
た
な
改
善
命

令
と
、
排
出
事
業
者
の
処
理
責
任
を
追
求
し
、
速
や
か
に
廃
棄

物
撤
去
に
対
応
し
、
今
後
、
事
業
者
の
不
正
処
理
を
見
逃
さ
な

い
監
視
・
指
導
体
制
を
構
築
す
る
と
し
ま
し
た
。

　

有
明
海
の
開
門
問
題
、
学
校
法
人
の
財
務
情
報
等
の
一
般
公

開
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
指
標
拡
大
、
タ
イ
王
国
総
領
事
館

の
誘
致
な
ど
、
国
の
姿
勢
を
待
つ
こ
と
な
く
、
本
県
の
現
状
を

捉
え
た
う
え
で
、
知
事
の
積
極
的
な
行
政
運
営
や
主
体
性
を

持
っ
た
判
断
を
求
め
ま
し
た
。

　

教
育
で
は
、
今
年
度
の
教
員
採
用
試
験
か
ら
受
験
年
齢
の
上

限
が
撤
廃
さ
れ
、
会
派
で
質
し
続
け
て
き
た
60
歳
未
満
の
受
験

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
公
立
小
・
中
学
校
の
正
規
教
員
の
割

合
を
、
昨
年
度
の
86
・
３
％
、
全
国
ワ
ー
ス
ト
２
位
の
状
況
を
、

な
る
べ
く
早
い
時
期
に
改
善
す
る
た
め
、
教
育
長
は
、
正
規
教

員
の
増
員
計
画
を
随
時
見
直
し
実
現
し
て
い
く
と
し
ま
し
た
。

　

本
県
警
察
官
の
連
続
す
る
不
祥
事
問
題
に
対
し
て
、
警
察
本

部
長
は
県
民
へ
謝
罪
す
る
と
と
も
に
、
事
件
の
全
容
解
明
、
県

民
へ
の
信
頼
回
復
と
再
発
防
止
の
強
い
決
意
を
示
し
ま
し
た
。

民
進
党
・
県
政
県
議
団

　

大
規
模
地
震
や
活
断
層
を
震
源
と
す
る
地
震
発
生
が
懸
念
さ

れ
る
中
、
熊
本
地
震
の
教
訓
か
ら
、
避
難
所
外
（
車
中
泊
等
）

の
避
難
者
の
把
握
と
支
援
、
避
難
所
運
営
の
強
化
、
特
に
福
祉

避
難
所
の
周
知
と
運
営
方
法
等
、
本
県
の
防
災
対
策
に
つ
い
て

質
し
ま
し
た
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を
契
機
に

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
へ
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
社
会
が
大
き
く
変
化
す
る

中
、
公
明
党
福
岡
県
議
団
で
は
「
多
様
性
に
関
す
る
調
査
」
を

実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
も
と
に
知
事
に
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
へ
の

関
わ
り
方
、
教
育
長
に
多
様
な
性
の
教
育
に
つ
い
て
等
質
問
し

ま
し
た
。

　

ひ
き
こ
も
り
に
つ
い
て
は
、
県
ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン

タ
ー
と
市
町
村
が
連
携
し
た
家
庭
訪
問
に
よ
る
支
援
が
有
効
な

手
法
で
あ
り
、
ひ
き
こ
も
り
経
験
者
や
そ
の
家
族
等
を
訪
問
支

援
を
行
う
人
材
と
し
て
育
成
し
、
早
期
に
支
援
で
き
る
よ
う
取

り
組
む
考
え
を
知
事
は
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ひ
き
こ

も
り
の
中
間
的
就
労
の
提
供
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
地
域
共
生
社
会
づ
く
り
や
、
２
０
１
８
年
に
精
神

障
が
い
者
が
法
定
雇
用
率
に
算
入
さ
れ
る
に
あ
た
り
本
県
の
障

が
い
者
雇
用
へ
の
対
応
と
特
例
子
会
社
の
設
立
促
進
、
中
国
人

ク
ル
ー
ズ
及
び
国
内
ク
ル
ー
ズ
を
活
用
し
た
観
光
振
興
、
教
員

の
負
担
を
軽
減
す
る
部
活
動
指
導
員
制
度
等
の
質
問
に
知
事
、

教
育
長
、
警
察
本
部
長
か
ら
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

公
明
党

　

北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
問
題
は
朝
鮮
半
島
に
近
い
県
民
は

大
き
な
不
安
を
抱
い
て
い
ま
す
。
県
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る

た
め
の
、
ミ
サ
イ
ル
飛
来
時
の
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
（
国
民
保
護
サ
イ

レ
ン
）
の
告
知
や
情
報
提
供
な
ど
県
の
対
応
を
質
し
、知
事
は
、

住
民
へ
早
期
に
避
難
行
動
等
の
情
報
提
供
の
周
知
徹
底
を
図
る

た
め
市
町
村
に
対
し
説
明
会
を
開
催
し
た
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
・
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
「
パ
リ
協
定
」
脱
退
表
明

を
受
け
世
界
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
等
の
取
り
組
み
へ
の

影
響
を
危
惧
し
て
お
り
、「
福
岡
県
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
」
を
確
実
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
今
を
生
き
る
私
達
の
役

割
と
考
え
て
い
ま
す
。
県
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
26
％
削

減
を
目
標
に
掲
げ
、「
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
応
援
事
業
」
の
拡
充
、

事
業
者
に
対
す
る
省
エ
ネ
相
談
等
や
気
候
変
動
の
影
響
に
適
応

し
て
い
く
た
め
の
高
温
に
強
い
品
種
の
開
発
・
普
及
や
集
中
豪

雨
な
ど
の
被
害
防
止
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
様
々
な
分

野
の
対
策
を
進
め
、
毎
年
度
進
捗
状
況
を
点
検
・
評
価
し
地
球

温
暖
化
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
の
答
弁
で
し
た
。

　

１
年
を
経
た
熊
本
地
震
の
教
訓
を
生
か
し
た
本
県
の
震
災
の

備
え
に
つ
い
て
は
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
の
課
題
に
対
す
る
検

討
結
果
を
踏
ま
え
、
県
地
域
防
災
計
画
の
さ
ら
な
る
見
直
し
を

行
い
、災
害
対
応
の
実
効
性
を
高
め
て
い
く
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
男
女
共
同
参
画
社
会
と
少
子
化
対
策
の
た
め
の

子
育
て
の
環
境
整
備
、
部
活
動
指
導
員
制
度
導
入
と
教
員
の
負

担
軽
減
な
ど
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

緑
友
会

提出された議案

可決された意見書、採択された請願

○条例議案　６件

・福岡県職員の退職手当に関する条例の一

部を改正する条例の制定について

・福岡県税条例の一部を改正する条例の制

定について

・福岡県個人情報保護条例の一部を改正す

る条例の制定について

・福岡県地域医療医師奨学金貸与条例の一

部を改正する条例の制定について

・福岡県職業能力開発関係手数料条例の一

部を改正する条例の制定について

・福岡県立久留米スポーツセンター条例の

一部を改正する条例の制定について

○専決処分したものについて報告し承認を求

める議案　２件

・福岡県税条例等の一部を改正する条例の

制定について

・控訴の提起

○工事請負契約の締結に関する議案　４件

○人事に関する議案　４件

・教育委員会委員の任命について

・監査委員の選任について

・監査委員の選任について

・収用委員会の委員及び予備委員の任命に

ついて

○その他の議案　３件

・福岡県食品の安全・安心の確保に関する

基本計画の策定について

・財産の取得について

・久留米市と福岡県との間の久留米市中央

公園内の体育施設及び照明設備に係る事

務の委託に関する規約の制定について

　平成29年６月定例会では議案19件が提出

され、いずれも原案のとおり可決、承認また

は同意されました。

可決された意見書

○森林環境税（仮称）の早期創設を求める意

見書

○「中山間地域等直接支払制度」に関する意

見書

○無料公衆無線ＬＡＮ（Wi-Fi）環境の整備

促進を求める意見書

○熊本地震を踏まえた被災者支援に関する意

見書

○私学助成の拡充に関する意見書

採択された請願

○私立小・中・高等学校への助成制度の拡充

等に関する請願


